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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族カチオン性ペプチドであって、
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からなる群から選択される、芳香族カチオン性ペプチド。
【請求項２】
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　請求項１の芳香族カチオン性ペプチドと、その薬学的に許容される塩とを含む、医薬組
成物。
【請求項３】
　薬学的に許容される担体をさらに含む、請求項２の医薬組成物。
【請求項４】
　酸化的損傷の削減を必要とする哺乳動物で酸化的損傷を削減するための医薬の製造にお
ける、有効量の１つ以上の請求項１の芳香族カチオン性ペプチドの使用。
【請求項５】
　ミトコンドリア透過性遷移（ＭＰＴ）の数を減らす、またはミトコンドリア透過性遷移
を妨げることを必要とする哺乳動物で、該ミトコンドリア透過性遷移（ＭＰＴ）の数を減
らすまたは該ミトコンドリア透過性遷移を妨げるための医薬の製造における、有効量の１
つ以上の請求項１の芳香族カチオン性ペプチドの使用。
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